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研究成果の概要（和文）：本研究では，公共図書館における読み障害児(dyslexia)の児童サービスについて，ヨ
ーロッパと日本の取り組みを調査し，読み障害児のための図書館モデルを検討した．ヨーロッパの公共図書館で
は，読み障害児の支援として、読みやすい図書を提供するだけでなく，さまざまな分野のワークショップやイベ
ントを通して，子どもたちが新しい知識や情報に触れることで新しい本に出会う機会を提供していた．また，図
書館員のインタビューから，サービスの一部が自動化しているが，子どもとの対面コミュニケーションが重要で
あることがわかった.

研究成果の概要（英文）：In Europe, public libraries provide special facilities for children with 
reading disabilities, allowing them to see, read, or listen to books in various ways. This study 
investigated and compared support systems for children with reading disabilities at public libraries
 in Europe and Japan, focusing on support for children with dyslexia, including, for example, the 
availability of easy-to-read books. Information was gathered through interviews with librarians. 
After interviewing the European librarians working in children libraries, we found that each of them
 conducts originality events for children, where the children have the opportunity to discover 
various books. Children were able to acquire knowledge through these events and pursue knowledge 
using these newly-discovered books. It is suggested that adopting the concept of the European 
children’s library to Japanese libraries might give all Japanese children the opportunity to read 
more books.

研究分野： 情報アクセシビリティ
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１．研究開始当初の背景 

 

読み書き障害（dyslexia: 以下，ディスレク
シア）とは，学習障害の一種であり，知的能
力や基本的な知覚能力に障害が確認されな
いにも関わらず，文字の読み書きに困難を伴
う症状である．ディスレクシアは，紙の印刷
物から情報を得ることが困難であり，他の媒
体で情報を提供できるようにすることが求
められている．例えば，文字の情報を音声で
聞くことができる，文字の拡大・色・書体の
変更ができるなどのアクセシブルな電子図
書の提供である． 

ディスレクシアのように，紙の印刷物から
情報を得ることが困難な状態をプリント・デ
ィスアビリティ（print disability）と呼び，デ
ィスレクシア以外にも，視覚障害，身体障害，
知的障害，発達障害，認知障害などの人々が
含まれる． 

日本では，プリントディスアビリティの正
確な人数は把握されていないが，ディスレク
シアに関する全国の通常学級に在籍する児
童を対象とした調査報告では，学習面で著し
い困難を示す児童 4.5%，読みまたは書きに著
しい困難を示す児童は 2.4％であると推定さ
れている 1）． 

ヨーロッパにおけるディスレクシアの調
査では，オランダ約 8％2），ノルウェー7.9%3）,

デンマーク約 6.5%4）の子どもたちがディスレ
クシアであると推定されている．ディスレク
シアは，教科書や図書の利用が困難であり，
読書において多大な時間と労力を要する． 

ヨーロッパではディスレクシアが図書に
アクセスできる機会を提供するための支援
として，読みやすい図書や出版物の製作，お
よび図書館における読みやすい読書空間に
関する取り組みが行われている．ディスレク
シアの「読み」の困難さは個々に異なるが，
読みやすい図書に対するニーズは，その多く
が共通している．例えば，文字が読みやすい
文章や分かりやすい絵本，録音図書やオーデ
ィオブック，拡大・代替コミュニケーション
支援，支援技術としてコンピュータの利用な
どである．このように公共図書館における読
みやすい読書環境は，ディスレクシアの子ど
も（以下，ディスレクシア児）が図書を通じ
て文化や情報へアクセスできる機会を拡大
できる可能性がある．しかしながら，日本の
公共図書館では，読みやすい図書の提供があ
るもののそのタイトル数は少なく，またディ
スレクシア児が利用しやすい読書環境や児
童サービスは充実していない． 

そこで，本研究では，ヨーロッパの公共図
書館が導入しているディスレクシア児のた
めの図書館モデルを調査し，日本の公共図書
館での適用の可能性を検討することとした． 
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２．研究の目的 

 

公共図書館における読みやすい図書の利
用は，ディスレクシア児が図書を通じて文化
や情報へアクセスできる機会を拡大する可
能性がある． 

本研究では，日本の公共図書館においてデ
ィスレクシア児が利用可能な図書，読書環境
の整備，児童サービスの向上を目的とし，ヨ
ーロッパと日本の公共図書館におけるディ
スレクシア児のための児童サービスを比較
し，ディスレクシア児のための図書館モデル
を検討することとした． 

 

３．研究の方法 

 

本研究では，ヨーロッパおよび日本の公共
図書館におけるディスレクシア児の児童サ
ービスの取り組みについて，フィールド調査
を行なった．また，調査結果をもとに，日本
の公共図書館におけるディスレクシア児の
ための図書館モデルについて検討した． 

（1）ヨーロッパの公共図書館におけるフ
ィールド調査では，平成 27 年度に読みやす
い図書（Easy Reading Plaza，以下 ERP）の導
入が普及しているオランダおよびベルギー
の公共図書館を対象にフィールド調査をし
た．また，教育サービス担当の図書館員 8例
を対象にインタビューを行った．インタビュ
ーでは，ディスレクシア児の具体的な読書支
援の方法，学校図書館との連携，電子図書の
利用や情報通信機器を活用した支援方法に
ついて調査した． 

平成 28 年度は，前年度の継続調査として
ノルウェー，スウェーデンおよびデンマーク



の公共図書館を対象にフィールド調査を行
なった．また，図書館員 18 例に対してイン
タビュー調査を行なった． 

（2）日本の公共図書館では児童サービス
および障害者支援サービスを行なっている
公共図書館を対象にフィールド調査を行な
った．また，図書館員 9例に対して，ディス
クレクシア児のための児童サービスの現状，
および障害者差別解消法の施行による公共
図書館における合理的配慮の提供について
のインタビュー調査を行った． 

 

４．研究成果 

 

（1）ヨーロッパの公共図書館の取り組み 

 

オランダおよびベルギーの公共図書館を
対象としたフィールド調査の結果，オランダ
では，公共図書館の約 8割が ERPを導入して
いることがわかった．オランダでは，2002 年
より公共図書館において，一般の図書とは別
に PRD のある 8 歳〜13 歳の子ども向けに，
読みやすい図書を提供する読書支援コーナ
ーとして ERP を設置するプロジェクトが始
まった．ERPを導入している公共図書館では，
特定の子どもを対象とした読書支援ではな
く，障害の有無に関わらず，全ての子どもが
活用できるように設置場所などを検討して
いることがわかった．また，図書館内の環境
整備では，子どもが読書を楽しむためのスペ
ースの確保や，目的の図書をすぐに見つけや
すいような陳列方法が取り入れられていた．
具体的には，以下の点が挙げられた． 

 

・ 読みやすい図書には ERP のステッカー
を貼る． 

・ ディスレクシア児が読みやすい図書を
すぐ見つけることができるように入り
口の近くに配置する． 

・ 読みやすい図書は，図書の内容が一目で
わかるように表紙を見せ，面陳列をする． 

・ 図書の分野ごとに色分けをし，陳列する． 

・ ディスレクシアのための書体（Dyslexia 

font）を使った図書やリーフレットを提
供する． 

・ 子どもがリラックスして読めるように
ソファーなどの設置をする． 

 

オランダの公共図書館では，ERPを導入し
たことで子どもの利用者が増加しているこ
とがわかった．また，図書館員の意見では，
ERPは特別なものではなく，だれもが利用で
きる読みやすい図書として考えることが重
要であるという意見が多かった． 

 

スウェーデンの公共図書館のフィールド
調査の結果では，読みやすい図書の提供にお
いて，電子媒体における図書の提供が充実し
ており，利用者の環境に合わせて電子図書が
利用できるように，さまざまな媒体が提供さ

れていることがわかった.また，子どもの教育
向けの絵本アプリなども充実しており，障害
の有無に関わらず，子どもが読書をする機会
をさまざまな形で提供していることがわか
った. 

スウェーデンの公共図書館では，1992年よ
り特別な支援を必要とする子どもたちのた
めに「りんごの棚」の設置がスタートし，国
内の大規模公共図書館の多くに導入された． 

この「りんごの棚」の取り組みでは，特別
な支援を必要とする子どもたちが利用でき
る図書を豊富に提供し，図書に触れる機会を
多く提供していた．スウェーデンでは，ほと
んどの公共図書館に「りんごの棚」が導入さ
れており，子どもから大人まで利用できるよ
うに利用者が気付きやすい位置に「りんごの
棚」が設置されていた．また，スウェーデン
に在住する外国の子どもが読めるようにバ
イリンガルで書かれた図書の提供，サインラ
ンゲージ（Sing language）の図書や案内版な
どがあった． 

 

ノルウェーの公共図書館のフィールド調
査の結果では，ノルウェーでも「りんごの棚」
を導入している公共図書館があり，スウェー
デンの公共図書館と同じように，図書の種類
も豊富であった．また，「りんごの棚」まで
の道案内として，「りんごの棚」のシンボル
であるりんごのステッカーを床に貼付し，入
口から「りんごの棚」までの道順がわかるよ
うに工夫されていた． 

ノルウェーのオスロでは，これまでにない
新しいアプローチとして 10歳から 15歳まで
の子どものみ利用できる公共図書館が 2016

年 4 月に開館された．この公共図書館では，
児童生徒のための放課後の活用の場として，
図書の提供だけでなく，コンピュータ，ブロ
ック，ペーパークラフト，3D プリンター，
クッキングなど子どもたちがいろんな角度
から学ぶことができるツールが用意されて
いた．さらに，数学，国語，プログラミング
などさまざまな講座が開講されていた．また，
音楽のライブや映画上映なども行われてい
た．さらに，子どもたちが，リラックスでき
るようにソファーやゲームボードなども設
置されていた．この図書館では，子どもたち
がこれらの学びを通じ，さらに知識を得るた
めに図書を利用できるようになることを目
的としていた． 

 

デンマークの公共図書館のフィールド調
査の結果では，子どもたちの学習を支援する
ための「Homework café」が行われていた．
「Homework café」は，放課後の時間を利用し
て学校でも実施されている．公共図書館では，
事前に指導を受けたボランティアのスタッ
フが，子どもたちの学習指導を行なっていた．
また，デンマークでは，ディスレクシア児が
利用できるアクセシブルな電子図書を約
50,000 タイトル以上提供していた．これらの



電子図書は，専用のアプリを使用し利用する
こともできる．また，図書館員の意見では，
サービスの一部が自動化しているが，子ども
との対面コミュニケーションが重要である
ことがわかった．図書館の役割として，図書
の提供以外に，ディスカッションの場として
地域になくてはならない存在であることが
わかった． 

 

（2）日本の公共図書館の取り組み 

 

日本の公共図書館を対象としたフィール
ド調査の結果では，ディスレクシア児への対
応については，個々の困難さに合わせた支援
や学校教育での電子図書の利用を普及させ
る取り組みがなされていた．しかしながら，
すべての公共図書館で実施を実現するには，
多くの課題があるとの意見が多かった． 

児童サービスでは，視覚障害のある子ども
への支援が中心であり，ディスレクシア児へ
の支援が十分ではない可能性があることが
わかった．さらに，日本の公共図書館では児
童サービスが少ないことから，児童サービス
の整備を求める意見が多かった． 

今後の課題として，学校図書室との連携，
読みやすい図書の不足などの課題が挙げら
れた．ディスレクシア児への支援方法につい
て，ディスレクシア児の困難さにどのように
支援をすべきか，検討しているという意見が
多く得られた． 

 

ヨーロッパの公共図書館では，ディスレク
シア児の支援として，読みやすい図書を提供
するだけでなく，さまざまな分野のワークシ
ョップやイベントを通して，子どもたちが新
しい知識や情報に触れることで新しい本に
出会う機会を提供していた．このことから，
日本の公共図書館においても，児童サービス
の充実を図るとともに，子どもとの対面コミ
ュニケーション，子どもたちの居場所の環境
づくりが重要であることがわかった． 
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